




各班の研究は,基礎的というよりも,むしろ臨床上の対策の早期確立をせまられている諸問

題を選んで追究しているといえよう｡ 

その成果は見るべきものがあって,直ちに対策の指針に用い得るものが多い。またなかには,

それを基礎にさらに新たな問題のくわしい追究の必要性を明らかにしたものも含まれてい

る。 


